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石碑⑪ ⑫ ⑬ ⑭ I
A ⑩ B C D E F G H
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① 宝徳２ 1450 3 13 阿弥陀一尊種子 67.0 20.6 2.5 169 法量は?区史?による
② 貞和３ 1347 5 10 阿弥陀一尊種子 45.3 17.3 2.8 63 法量は?区史?による
③ 貞和３ 1347 3 阿弥陀一尊種子 47.8 19.3 2.1 33 62
法量は?区史?による
※?板碑?では延命寺墓地に所在
④ 文明19 1487 3 2 阿弥陀三尊種子 54.8 21.9 2.0 102 213 法量は?区史?による
⑤ 建長４ 1252 6 胎蔵界大日一尊種子 89.0 68.0 7.0 1 1 法量は?区史?による
⑥ 文明６ 1474 2 23 月待供養 51.0 31.3 3.8 92 192 法量は?区史?による
⑦ 康暦３ 1381 6 3 釈迦一尊種子 32.0 17.0 2.2 103 法量は?区史?による
⑧ 阿弥陀三尊種子 26.3 19.3 2.9 315 法量は?区史?による
⑨ 康永２ 1343 阿弥陀三尊種子 32.5 19.5 2.0 32 58
法量は?区史?による
※?板碑?では延命寺墓地に所在
⑩ 阿弥陀三尊種子 19.0 21.5 3.5 328 法量は?区史?による
⑪ 阿弥陀仏種子 39.3 27.9 2.3 145 303 ⑦
法量は?区史?による
※?板碑?では延命寺墓地に所在
⑫ 延文４ 1359 11 阿弥陀一尊種子 60.9 21.2 2.0 77 法量は?区史?による
⑬ 永徳３ 1383 阿弥陀三尊種子 80.0 27.0 2.7 108 法量は?区史?による
⑭ 弘安６ 1283 1 6 阿弥陀一尊種子 61.3 26.7 2.9 3 5 ① 法量は?区史?による※?板碑?区史?では延命寺墓地に所在
Ａ 18.0 25.8 2.0
Ｂ 応永33 1426 阿弥陀一尊種子 26.0 18.8 1.1 ③ 法量は?年報?による




2 阿弥陀一尊種子 28.1 14.7 1.5 ④ 法量は?年報?による
Ｅ 康暦2 1380 阿弥陀一尊種子 28.8 16.5 2.1 ② 法量は?年報?による
Ｆ 15.2 17.4




Ｉ 永正13 1516 2 16 阿弥陀三尊種子 43.0 17.0 2.1 ⑥ 法量は?年報?による
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― 中世の板橋と豊島郡 ―』板橋区郷土資料館、1997 年）。
21 『いたばしの神社』（板橋区教育委員会、1981 年）、蘆田伊人編『新編武蔵国風土記稿』第一巻（雄山閣、
1970 年）。
22 『報告書』では、永正 13 年（1516）銘の板碑と大永６年（1526）銘の板碑の写真が入れ替わっているため、
ここで訂正しておきたい。
23 『報告書』では、㋓の幅を 12.5㎝とするが誤りであり、ここで訂正しておきたい。
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